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信願います。



隠

全校音楽「時を超えて」

劇「かみの短い女の子」

音楽「大きな古時計 他」

滑
 １
・
２
年
生

劇「魔法のランプ」

滑
 ２
年
生

表現「初小ソーラン令和元年」

滑
 ３
～
６
年
生

劇「真夜中のサンタクロース」

滑
 ３
・
４
年
生

音楽「ウィーウィルロックユー 他」

滑
 ３
～
６
年
生

全校合唱「宝島 他」

滑
 全
学
年

劇「ねずすびよめりん」

募金の呼びかけダンス「ＧＵＴＳ！他」 演劇「あー、えっと、あれ」

総合的な学習の発表

Ｈａｎｄ ｉｎ ｈａｎｄ ～Ｂｅｌｉｅｖｉｎｇ ａｌｌ～

　ダンス、演劇、英語暗唱、弁論、全校合唱を

披露しました。生徒数が少なくとも１人１人が

存分に表現し、総合的な学習の発表では、初山

別に関することや、ＰＲ活動の様子をしっかり

まとめ上げていました。

初山別中学校第７３回学校祭（１０月６日）

英語暗唱 弁　論

輝け３８人 全力のパフォーマンスで 心にひびかせよう

　テーマのとおり合唱や劇、よさこいソーラン

など児童全員が全力でパフォーマンスしていま

した。観客の皆さんには児童１人１人が輝いて

見えていたのではないでしょうか。

初山別小学校学芸会（１０月１２日）  ▼１年生  ▼６年生



韻

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび

☆よみきかせ　でした。

（１０月２日）

1 0 月のこんなことあんなこと

　緊張しながらもこの日のために練習してきた

お遊戯や楽器演奏などを元気いっぱいにみせて

くれました。

　ひまわり組による「よさこいソーラン」では

ステージを降り、観客の皆さんの目の前で迫力

のある遊戯を披露してくれました。

ふじみ保育所 おゆうぎかい（１０月２０日）

●１０月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

お茶の間懇談会（有明・栄）
入札

１昇

お茶の間懇談会（豊岬・明里・共成）
ほしっこくらぶ

２昌

お茶の間懇談会（初山別・千代田）
ふれあいサロン（初山別）

３昭

初山別村女性大会５松

中学校学校祭
パークゴルフ大会

６掌

行政相談８昇
乳幼児健診９昌
小学校学芸会１２松
ＨＩＰＨＯＰダンス教室１３掌
農地パトロール１６昌
予防接種１７昭

ふじみ保育所おゆうぎ会
村制施行１１０年記念公演（岩本恭生スペシャルライブショー)

２０掌

幼児歯科検診２４昭

北海道警察音楽隊記念演奏会
村制施行１１０年記念式典

２５金

ハーバリウム作成教室２６松

予防接種
地域公共交通研修会

３１昭

１１月の「ほしっこくら

ぶ」は、６日・２０日開

催です。

ほしっこくらぶ

－１０月号－

遊戯「のりものＧＯＧＯパラダイス」

滑
 ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
組

楽器・歌「優しいあの子」

滑
 ひ
ま
わ
り
・
た
ん
ぽ
ぽ
組 遊戯「ハロー！ ドラミちゃん」

滑
 ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
組

楽器・歌「おもちゃのちゃちゃちゃ他」

滑
 ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
組

遊戯「アラジン」

滑
 た
ん
ぽ
ぽ
組

劇「さんびきのやぎのガラガラドン」

滑
 ひ
ま
わ
り
・
た
ん
ぽ
ぽ
組

遊戯「令和元年ふじみ保育所よさこいソーラン」

滑
 ひ
ま
わ
り
組
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議会だ よ り
 

 

 

 

　
　
委
員
の
任
命
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　
初
山
別
村
字
初
山
別

伊
 藤
 太
 一
 氏

（
再
任
）

　
　
意
見
書
案

〇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 
山
本
　
康
男
 
議
員

賛
成
者
 
長
谷
川
幸
廣
 
議
員

賛
成
者
 
鎌
田
　
健
治
 
議
員

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより ２０１９ 秋　№ 9 1

令和元年１１月発行

委
員
の
任
命
同
意

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

同意教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第５号

報告済平成３０年度初山別村健全化判断比率等の報告について報告第４号

報告済株式会社しょさんべつ振興公社の経営状況について報告第５号

可決
令和元年（初山別村村制施行１１０年記念）初山別村功労者の
表彰について

議案第３０号

可決
初山別村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第３１号

可決
初山別村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３２号

可決
初山別村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３３号

可決
初山別村教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例
の制定について

議案第３４号

可決
初山別村立へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定
について

議案第３５号

可決
初山別村簡易水道事業給水条例等の一部を改正する条例の
制定について

議案第３６号

可決令和元年度一般会計補正予算（第３号）議案第３７号

可決令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案第３８号

可決令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第３９号

可決令和元年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）議案第４０号

可決令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第４１号

可決令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）議案第４２号

認定平成３０年度各会計歳入歳出決算等の認定について認定第１号

意

見

書

案

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１３

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、

３０

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
　
件
で
、

１７

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
名
の
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。



右

議会だ よ り

功
労
者
表
彰

　
村
制
施
行
１
１
０
年
を
記

念
し
、
村
功
労
者
に
つ
い
て

可
決
。

村
表
彰
条
例
第
３
条
第
２
号

該
当
者
　
６
名

村
表
彰
条
例
第
３
条
第
４
号

該
当
者
　
　
名
１４

村
表
彰
条
例
第
３
条
第
５
号

該
当
者
　
３
名

　
　
条
例
の
制
定

幼
児
教
育
・
 

保
育
の
無
償
化

○
初
山
別
村
教
育
・
保
育
給

付
に
係
る
利
用
者
負
担
額
に

関
す
る
条
例

※
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
条
例
の
制
定
。

　
無
償
化
は
、
令
和
元
年
　１０

月
１
日
か
ら
。

・
満
３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
保
育
施
設
を
利
用
す
る

全
て
の
子
ど
も
が
利
用
者

負
担
　
無
償

・
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も

　
保
育
施
設
を
利
用
す
る

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
子
ど
も
に
限
り
利
用

者
負
担
　
無
償

　
　
条
例
の
改
正

○
初
山
別
村
印
鑑
の
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

※
住
民
基
本
台
帳
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
旧
氏

に
よ
る
印
鑑
登
録
を
可
能
と

す
る
見
直
し
。

○
初
山
別
村
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

○
初
山
別
村
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

○
初
山
別
村
立
へ
き
地
保
育

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

※
初
山
別
村
教
育
・
保
育
給

付
に
係
る
利
用
者
負
担
額
に

関
す
る
条
例
制
定
に
伴
う
利

用
者
負
担
額
及
び
徴
収
手
続

き
を
定
め
る
改
正
。

上
下
水
道

使
用
料
金
の
改
正

○
初
山
別
村
簡
易
水
道
事
業

給
水
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
消
費
税
の
改
正
に
伴
う
簡

易
水
道
、
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
及
び
個
別
排
水
処
理

施
設
の
使
用
料
の
改
正
。

　
改
正
は
、
令
和
元
年
　
月
１０

１
日
か
ら
施
行
。

・
上
水
道
使
用
料
（
一
般
用
）

　
基
本
料
金
（
　
ｔ
）

１０

　
２
埀４
１
０
円（
＋
　
円
）

４０

　
超
過
料
金
（
１
ｔ
当
た
り
）

２
６
０
円
（
＋
　
円
）

１０な
ど

・
下
水
道
使
用
料
（
一
般
用
）

　
基
本
料
金
（
８
ｔ
）

１
埀
５
０
０
円（
＋
　
円
）

２０

　
超
過
料
金
（
１
ｔ
当
た
り
）

１
８
０
円
（
 
０
円
）

な
ど

（
一
般
用
以
外
の
改
正
額
に

関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
経
済
課
上
下
水
道
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

±

　
　
報
告

〇
平
成
　
年
度
健
全
化
判
断

３０

比
率
等
の
報
告

実
質
公
債
費
比
率
６
・
３
％

　
　
前
年
度
比

　
　
　
＋
０
・
５
ポ
イ
ン
ト

※
村
の
借
金
が
、
会
計
の
や

り
繰
り
に
及
ぼ
す
影
響
を
示

す
数
値
で
す
。　

％
以
上
に

１８

な
る
と
借
金
を
す
る
場
合
、

国
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
　

垢
 髙
場
議
員

　
比
率
が
増
え
て
き
て
い
る

が
、
ど
の
程
度
ま
で
の
上
昇

で
あ
れ
ば
村
財
政
の
体
力
が

持
ち
こ
た
え
れ
る
の
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
　
％
を
超
え
た
場
合
に
起

１８
債
の
制
限
許
可
と
な
る
が
、

事
業
の
平
準
化
に
よ
り
著
し

く
こ
の
比
率
が
　
％
超
え
る

１０

こ
と
は
目
前
に
は
迫
っ
て
い

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

垢
 髙
場
議
員

　
も
う
少
し
果
敢
に
事
業
を

行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

茅
 村
長

　
単
に
数
字
だ
け
見
る
と
可

能
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
国
の
税
収
は
増
え
て

い
な
い
中
で
、
交
付
税
会
計

に
手
が
入
る
可
能
性
が
あ
り
、

財
政
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え

事
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
健
全
財
政
を
し
っ
か
り

意
識
し
て
い
き
た
い
。

〇
株
式
会
社
し
ょ
さ
ん
べ
つ

振
興
公
社
の
経
営
状
況

令
和
元
年
度
予
算
額

　
１
億
５
２
８
１
万
７
千
円

平
成
　
年
度
決
算
額

３０

　
１
億
４
６
４
６
万
９
７
３
円

垢
 加
藤
議
員

　
予
算
で
光
熱
水
費
が
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
水
道
料

の
値
上
げ
は
加
味
さ
れ
て
い

る
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
予
算
の
作
成
に
あ
た
り
、

岬
の
湯
改
修
に
よ
る
浴
場
の

利
用
制
限
分
を
加
味
し
水
道

料
を
減
額
し
て
い
る
。

功

労

者

表

彰

条

例

の

制

定

条

例

の

改

正

報
　

　

　

告

過去３カ年の推移



宇

議会だ よ り
　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
２
６
４
６
万
８
千
円
を
追

加
し
、　

億
９
９
８
２
万
１

２２

千
円
に
。

【
環
境
衛
生
費
手
数
料
】

垢
 三
谷
議
員

　
野
良
猫
被
害
が
多
発
し
て

い
る
。
野
良
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
を
含
め
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
住
民
活
動
の
一
貫
と
し
て

行
っ
た
場
合
に
は
、
補
助
金

は
可
能
と
思
わ
れ
る
。

【
住
宅
管
理
費
修
繕
料
】

垢
 鎌
田
副
議
長

　
現
状
、
空
い
て
い
る
村
営

住
宅
は
何
戸
程
度
あ
る
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
豊
岬
地
区
に
つ
い
て
は
、

空
き
は
無
い
。
初
山
別
地
区

に
つ
い
て
は
、
単
身
住
宅
も

含
め
４
・
５
戸
程
度
の
空
き

状
況
。
有
明
地
区
つ
い
て
は
、

２
戸
程
度
空
い
て
い
る
状
況
。

【
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進

事
業
助
成
金
】

垢
 髙
場
議
員

　
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
に

対
し
て
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
市
町
村
振
興
協
会
よ
り
村

制
施
行
１
１
０
年
記
念
事
業

に
助
成
を
受
け
て
い
る
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
記
念
村
勢

要
覧
に
　
万
円
、
記
念
公
演

３０

に
　
万
円
を
予
算
配
当
し
て

７０
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
３
８
６
万
２
千
円
を
追
加

し
、
２
億
６
９
８
６
万
２
千

円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
８
０
３
万
５
千
円
を
追
加

し
、
１
億
８
３
１
９
万
４
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

◇
７
万
４
千
円
を
追
加
し
、

２
１
５
７
万
４
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
金
額
の
増
減
な
し
。（
２

億
１
８
４
万
円
）
款
項
の
区

分
内
の
補
正
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
金
額
の
増
減
な
し
。（
８

９
６
８
万
円
）
款
項
の
区
分

内
の
補
正
。

 

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

議
員
 本
村
の
漁
業
は
、
担

い
手
不
足
等
の
深
刻
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
も
の
の
漁
村

を
形
成
し
て
雇
用
を
生
み
、

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
大
き

な
貢
献
を
し
て
お
り
、
地
域

経
済
を
守
る
上
で
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
本
村
漁
業
・
水
産
業
の
重

要
性
と
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
有

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

村
長
 漁
業
・
水
産
業
は
、
地

域
経
済
や
雇
用
の
面
に
お
い

て
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
環

境
や
海
の
安
全
・
安
心
の
提

供
と
い
っ
た
主
要
な
産
業
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
村
と
し
て
も
。
平
成
　
年
２４

度
か
ら
３
年
間
漁
業
経
営
向

上
促
進
事
業
、
平
成
　
年
度

３０

か
ら
３
年
間
持
続
的
漁
業
経

営
支
援
事
業
を
行
い
、
経
営

の
改
善
、
効
率
化
の
取
り
組

み
の
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し

か
し
、
漁
業
情
勢
は
、
漁
業

生
産
量
の
減
少
や
漁
業
者
の

減
少
・
高
齢
化
と
い
っ
た
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
こ
の
厳
し
い
環
境
に
あ
っ

て
、
将
来
に
わ
た
り
村
の
漁

業
・
水
産
業
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
は
、
漁
業
の
働
き
手

を
育
成
し
、
水
産
資
源
が
適

切
に
管
理
さ
れ
、
持
続
的
な

利
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
経
営
の
持
続
性
、

作
業
の
省
力
化
、
後
継
者
対

策
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
必

要
な
対
策
の
検
討
を
進
め
た

い
。
　
特
に
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
漁
業
者
の
減
少
は
、

重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、

村
の
漁
業
を
将
来
に
わ
た
り

持
続
す
る
に
は
、
少
な
く
て

も
現
在
の
漁
業
者
数
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
考
え
ま
す
の
で
、
村
水

産
業
振
興
対
策
協
議
会
で
、

北
る
も
い
漁
協
と
連
携
し
な

が
ら
担
い
手
対
策
を
進
め
た

い
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
浜
の

活
力
が
村
の
振
興
の
た
め
に

は
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
安

心
し
意
欲
を
持
っ
て
漁
業
経

営
を
持
続
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
及
び
漁
業
者
と
連
携
し
、

漁
業
所
得
向
上
と
経
営
安
定

に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員
 今
後
も
生
産
活
動
年

齢
が
高
齢
化
し
て
い
く
う
え

で
、
先
を
見
据
え
た
支
援
拡

充
等
の
対
策
を
改
め
て
講
じ

る
よ
う
お
願
い
す
る
。

補

正

予

算

一

般

質

問

Ｑ　本村漁業・水産業のあるべき

　　姿についてどのような考えか

Ａ　浜の活力が村の振興のためには
　　　　　　　　　　　　　不可欠である

加藤　一裕　議員



烏

議会だ よ り
 

旧
豊
岬
小
中
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て

議
員
 平
成
　
年
統
合
に
よ

２６

り
廃
校
舎
と
な
っ
た
旧
豊
岬

小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
見
地
か
ら

検
討
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
住
民
に
開
か
れ
た

施
設
利
用
を
明
確
化
す
る
時

期
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
村
長
に
伺
う
。

①
　
現
在
の
郷
土
資
料
館
は
、

建
物
の
老
朽
化
の
た
め
旧
小

学
校
の
２
階
へ
の
移
設
を
提

案
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
　
旧
中
学
校
の
音
楽
室
と

家
庭
科
室
を
４
年
前
か
ら
れ

ら
か
ふ
ぇ
等
で
活
用
し
て
い

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

③
　
旧
小
学
校
の
１
階
部
分

は
多
彩
な
催
し
会
場
の
他
、

村
内
外
の
交
流
・
活
性
化
は

も
と
よ
り
、
関
係
人
口
の
創

出
に
寄
与
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
今
後
も
そ
れ
ら
の
使
用

を
確
保
し
、
村
の
歴
史
と
文

化
の
殿
堂
と
し
て
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

村
長
 ①
　
庁
内
検
討
会
議

に
お
い
て
も
実
施
時
期
は
現

段
階
で
明
確
に
は
で
き
な
い

が
、
資
料
館
移
転
は
有
効
な

活
用
方
法
で
は
な
い
か
と
議

論
さ
れ
て
い
る
。

②
　
耐
震
性
も
な
く
老
朽
化

が
見
ら
れ
、
補
修
に
は
相
当

の
費
用
が
掛
か
り
、
解
体
の

必
要
性
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
旧
小
学
校
の
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル
や
理
科
室
等
を

活
用
し
、
安
全
に
活
動
の
継

続
、
事
業
展
開
し
て
い
た
だ

く
の
も
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

③
　
地
域
の
積
極
的
な
利
活

用
の
展
開
は
意
義
の
あ
る
こ

と
と
感
じ
て
い
る
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
の
空
間
の

創
出
な
ど
、
村
の
歴
史
を
刻

む
郷
土
資
料
館
と
連
携
し
た

活
用
が
で
き
な
い
か
と
い
う

広
く
多
様
な
視
点
か
ら
の
検

討
も
有
意
義
な
こ
と
と
考
え

る
が
、
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が

ら
望
ま
し
い
郷
土
資
料
館
の

在
り
方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
一
層
の
推
進
を
図
る

拠
点
と
し
て
検
討
し
、
早
期

に
方
向
性
を
お
示
し
で
き
る

よ
う
進
め
た
い
。

一
問
一
答

議
員
 郷
土
資
料
館
の
移
設
、

多
目
的
ホ
ー
ル
の
活
用
は
決

断
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
か
。

村
長
 最
終
的
に
は
、
色
ん

な
方
の
意
見
を
聞
い
た
中
で
、

ど
う
い
う
形
が
望
ま
し
い
か

判
断
し
た
い
。

議
員
 官
民
あ
げ
て
の
検
討

委
員
会
的
な
組
織
の
立
ち
上

げ
も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

村
長
 官
民
あ
げ
て
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
の
も
一

つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
利
活

用
が
固
ま
っ
た
段
階
で
住
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
考
え
方
を

示
し
て
早
期
に
進
め
た
い
。

　
　
村
長
写
真

議
員
 廃
校
舎
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
あ
り
、
住
民
サ
イ
ド

で
提
案
し
て
も
よ
ろ
し
い
か
。

村
長
 具
体
的
に
地
域
の
有

志
の
方
が
お
示
し
に
な
る
の

も
一
つ
の
形
と
し
て
は
、
意

味
が
あ
る
と
思
う
。

議
員
 廃
校
舎
活
用
・
郷
土
資

料
館
を
移
設
す
る
事
を
全
国

に
発
信
し
、
そ
こ
に
向
け
た

協
力
隊
の
募
集
も
ア
イ
デ
ィ

ア
の
一
つ
と
し
て
あ
る
が
ど

う
思
う
か
。

村
長
 ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
の

中
で
筋
が
通
る
形
で
は
可
能

と
考
え
る
が
、
ま
ず
は
最
終

的
な
判
断
を
し
っ
か
り
と
行

い
た
い
。

議
員
 ２
階
は
郷
土
資
料
館
、

１
階
は
文
化
的
な
催
し
に
使

う
と
い
う
構
想
が
村
の
　
年
３０

先
を
見
通
し
た
交
流
の
場
、

関
係
人
口
の
創
出
の
場
に
な

る
と
思
う
が
。

村
長
 い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

は
あ
る
と
思
う
。
資
料
館
に

つ
い
て
は
、
歴
史
を
し
っ
か

り
残
す
、
後
世
に
残
す
こ
と

は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ

る
の
で
、
資
料
館
と
し
て
の

役
割
、
地
域
の
交
流
の
場
、

未
来
へ
の
活
性
化
の
場
と
し

て
、
こ
れ
が
絶
対
と
い
う
こ

と
は
無
い
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
事
も
期
待
し
な
が
ら

最
終
的
な
判
断
を
し
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　旧豊小校舎を村の歴史の殿堂

　　として存続が望ましいと思うが

Ａ　地域コミュニティの

　　　　　　　　　　拠点として検討する

宮本　村長

今年度のれらかふぇの様子

髙場　志津子　議員



羽

議会だ よ り
 

岬
セ
ン
タ
ー
、
コ
ズ
ミ
ッ
ク

イ
ン
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て

議
員
 岬
セ
ン
タ
ー
岬
の
湯

は
、
長
き
に
わ
た
り
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
。
村
過
疎
計
画
の
中

で
は
、
観
光
面
に
お
け
る
岬

セ
ン
タ
ー
岬
の
湯
、
コ
ズ

ミ
ッ
ク
イ
ン
の
位
置
付
け
が

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
観

光
客
の
絶
対
数
は
他
の
観
光

圏
域
と
比
較
し
て
少
な
い
ま

ま
推
移
し
、
冬
期
間
は
更
に

激
減
し
て
い
る
。

①
　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中

で
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

何
度
も
増
築
、
改
修
工
事
を

進
め
て
き
て
い
る
が
、
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

②
　
打
開
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

③
　
管
内
連
携
し
て
の
策
は

あ
る
の
か
。

④
　
村
民
憩
い
の
場
と
し
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

村
長
 ①
　
指
摘
の
と
お
り

他
地
域
と
比
較
し
て
地
理

的
・
資
源
的
に
も
観
光
地
と

し
て
の
優
位
性
は
低
く
、
通

過
型
観
光
客
が
中
心
で
、
宿

泊
型
観
光
の
増
加
を
誘
発
す

る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

岬
セ
ン
タ
ー
、
コ
ズ
ミ
ッ
ク

イ
ン
は
、
み
さ
き
台
公
園
に

お
け
る
中
核
施
設
と
し
て
、

村
観
光
産
業
の
維
持
・
発
展
、

村
民
の
健
康
増
進
や
交
流
の

場
と
し
て
住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
、
設
置
目
的
に

沿
っ
た
利
用
が
さ
れ
て
い
る

と
捉
え
て
お
り
、
今
後
も
財

政
負
担
を
見
極
め
つ
つ
適
切

な
維
持
・
運
営
に
努
め
た
い
。

②
　
み
さ
き
台
公
園
の
魅
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、

公
園
一
体
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
各
種
施
設
に
相
乗
効
果

が
生
ま
れ
る
取
り
組
み
を
検

討
し
、
今
後
の
観
光
客
誘
致

の
推
進
に
つ
い
て
、
村
観
光

協
会
と
連
携
し
、
打
開
策
を

模
索
し
た
い
。

③
　
現
在
、
留
萌
地
域
を
観

光
地
と
し
て
一
体
的
に
売
り

出
す
た
め
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
※
）
設

立
に
つ
い
て
　
月
を
目
途
に

１０

管
内
市
町
村
等
で
組
織
す
る

西
蝦
夷
再
興
協
議
会
で
協
議

を
進
め
て
い
る
が
、
新
た
な

財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
性
、
費
用
対
効
果

を
十
分
に
検
討
し
判
断
し
た

い
。
ま
た
、
中
部
三
町
村
で

関
係
人
口
創
出
に
つ
い
て
検

討
が
始
ま
っ
た
の
で
、
そ
の

中
で
観
光
を
通
し
た
取
り
組

み
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

④
　
本
施
設
は
村
民
の
保
養

施
設
と
し
て
多
く
の
村
民
の

方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
果
た
し
て
い
る
役

割
は
非
常
に
意
義
深
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
よ
り
以

上
の
村
民
の
方
に
利
用
い
た

だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

一
問
一
答

議
員
 浴
場
入
口
前
の
旧
売

店
等
の
ス
ペ
ー
ス
が
今
は
閑

散
と
し
て
い
る
。
あ
の
空
間

を
み
ん
な
が
憩
え
る
場
所
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

村
長
 少
し
で
も
利
用
者
に

愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
等
を
含
め
検
討

し
た
い
。

議
員
 村
の
観
光
資
源
を
再

度
見
直
し
、
情
報
発
信
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
観
光
客
は
、
体

験
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て

来
て
い
る
。
色
ん
な
こ
と
を

体
験
で
き
る
よ
う
観
光
協
会

と
連
携
し
て
、
観
光
客
を
呼

び
込
む
考
え
は
な
い
の
か
。

村
長
 こ
れ
か
ら
も
村
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
し
、
体
験
と

い
う
面
で
も
観
光
客
の
求
め

て
る
一
つ
の
項
目
で
あ
り
、
よ

い
形
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
十
分
意
識
し
て
観

光
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
 外
国
人
向
け
に
何
か

企
画
し
て
い
る
か
。

村
長
 イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意

識
し
た
観
光
振
興
に
努
め
た

い
。

議
員
 外
国
人
向
け
の
マ
イ

ス
タ
ー
の
広
告
は
出
来
て
い

る
の
か
。

村
長
 こ
れ
か
ら
外
国
人
に

向
け
て
、
村
の
特
異
の
シ
ス

テ
ム
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

議
員
 人
口
千
人
程
に
な
り

ど
こ
ま
で
維
持
し
て
い
け
る

か
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
ど

こ
ま
で
何
を
す
る
か
、
ど
の

程
度
経
費
を
掛
け
る
か
、
目

的
を
は
っ
き
り
し
て
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
。

村
長
 全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
基
幹
産
業
を
守
り
、
住

民
の
福
祉
、
教
育
を
守
り
全

体
の
中
で
観
光
産
業
が
、
事

業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
皆

さ
ん
と
共
に
議
論
し
、
将
来

展
望
に
繋
げ
た
い
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ　岬センター、コズミックインの

　　現状をどのように捉えているのか

Ａ　住民福祉の向上に寄与している
　　　　今後も適切な維持・運営に努める

（
※
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
観
光
物

件
、
自
然
、
食
、
芸
術
・
芸
能
、

風
習
、
風
俗
な
ど
当
該
地
域

に
あ
る
観
光
資
源
に
精
通
し
、

地
域
と
共
同
し
て
観
光
地
域

作
り
を
行
う
法
人
の
こ
と
。



迂

議会だ よ り
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
・
　

日
に
わ
た
り
、

１２

１３

平
成
　
年
度
各
会
計
決
算
を

３０

審
査
し
、
全
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
髙
場
　
委
員
長

　
 民
　
生
　
費
 

○
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
運
営
費

垢
 三
谷
委
員

　
委
託
料
の
不
用
額
が
４
８

８
万
８
８
４
０
円
と
あ
る
が
、

な
ぜ
こ
ん
な
に
不
用
額
が
出

た
の
か
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
不
用
額
の
殆
ど
が
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委

託
料
で
あ
り
、
委
託
料
の
中

の
新
規
採
用
出
来
な
か
っ
た

職
員
の
人
件
費
分
が
執
行
残

と
な
っ
た
。

　
 農
林
水
産
業
費
 

○
農
業
委
員
会
費

垢
 三
谷
委
員

　
旅
費
の
支
出
額
が
他
と
比

べ
て
多
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
う
い
っ
た
目
的
の
旅
費
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
農
業
委
員
会
総
会
に
係
る

出
席
旅
費
、
そ
の
他
事
務
局

職
員
、
農
業
委
員
の
会
議
及

び
研
修
会
出
席
に
係
る
旅
費

で
あ
り
ま
す
。

　
 商
　
工
　
費
 

○
商
工
業
振
興
費

垢
 鎌
田
委
員

　
起
業
者
等
支
援
補
助
金
の

実
績
は
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で

２８

３０

の
３
年
間
を
区
切
り
と
し
て

実
施
し
、　

年
度
に
製
造
業

２９

で
１
件
、
５
百
万
円
の
補
助

金
の
支
出
を
し
て
い
ま
す
。

　
 教
　
育
　
費
 

○
学
校
管
理
費

垢
 三
谷
委
員

　
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る

た
め
、
小
中
学
校
へ
の
侵
入

者
を
防
ぐ
対
策
は
し
て
い
る

の
か
。

茅
 小
林
教
育
次
長

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
防
犯
協
会

の
助
成
金
に
よ
り
設
置
す
る

こ
と
で
、
こ
の
度
の
補
正
予

算
に
計
上
し
、
議
決
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

○
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
推
進

事
業
費

垢
 斉
藤
委
員

　
初
山
別
村
＝
ホ
タ
ル
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
な

い
。
ホ
タ
ル
も
増
え
て
い
る

印
象
が
薄
く
、
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
も
事
業
内
容
を
検

討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と

思
う
が
。

茅
 小
林
教
育
次
長

　
委
員
の
意
見
も
参
考
に
し
、

次
年
度
の
事
業
等
に
反
映
し

た
い
。

　
い
ず
れ
の
会
計
も
法
定
ど

お
り
作
成
さ
れ
、
数
値
も
正

確
で
会
計
目
的
に
沿
っ
た
執

行
と
認
め
る
。
し
か
し
な
が

ら
指
摘
し
た
い
事
項
も
あ
る
。

　
歳
入
で
は
、
村
税
等
の
滞

納
解
消
の
努
力
は
伺
え
る
が
、

滞
納
者
が
固
定
化
し
つ
つ
あ

り
、
な
お
一
層
の
努
力
を
望

む
。
　
歳
出
で
は
、
不
用
額
に
つ

い
て
適
確
な
予
算
の
執
行
と

把
握
を
望
む
。

　
　
木
村
　
議
長

　
例
年
よ
り
質
疑
の
数
は
少

な
め
で
は
あ
っ
た
が
、
き
ら

り
と
光
る
意
見
も
あ
っ
た
。

平
成
　
年
度
の
決
算
も
し
っ

３０

か
り
と
行
わ
れ
た
こ
と
だ
と

思
う
。

　
一
点
気
に
な
る
の
は
、
不

用
額
が
例
年
よ
り
多
額
で

あ
っ
た
。
明
ら
か
に
使
わ
な

い
も
の
は
早
い
段
階
で
補
正

す
る
事
務
も
必
要
と
思
う
。

　
実
質
公
債
費
比
率
が
６
・
３

％
と
今
年
も
素
晴
ら
し
い
財

政
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て

敬
意
を
表
し
た
い
。

　
し
か
し
、
比
率
は
年
々
上

昇
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税

も
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

基
金
も
減
少
し
て
い
て
、
今

後
は
簡
単
な
財
政
運
営
は
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
は
再

度
引
き
締
め
て
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
今
後
の
高
齢
化
社
会
に
対

す
る
需
要
、
留
萌
管
内
に
観

光
客
を
呼
ぶ
た
め
の
予
算
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
色
々
な

面
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ

り
良
い
村
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

★
決
算
審
査
意
見

★
議
 
長
 
所
 
感

決　算
審　査
特別委員会

本会議で決算認定を起立採決する議員

木村　議長

野村　代表監査委員

髙場　委員長
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①
村
有
地
内
砂
利
敷
整
備
事

業・
有
明
北
線
か
ら
有
明
台
団

地
間
の
通
路
砂
利
敷
の
現
地

を
調
査

　
　
修
繕
料
　
１
２
５
万
円

【
所
見
】

　
地
域
住
民
が
安
心
・
安
全

な
通
路
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
、
草
刈
り
等
の
適
切
な

維
持
管
理
が
望
ま
れ
る
。

②
み
さ
き
台
公
園
バ
ン
ガ

ロ
ー
建
築
事
業

・
施
設
の
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
３
１
６
８
万
円

【
所
見
】

　
看
板
の
修
繕
を
含
め
、
観

光
施
設
で
あ
り
適
切
な
施
設

の
維
持
管
理
が
望
ま
れ
る
。

③
み
さ
き
台
公
園
内
木
柵
等

修
繕
事
業

・
木
柵
等
の
修
繕
の
状
況
を

調
査
　
修
繕
料

　
　
３
８
０
万
８
９
４
４
円

【
所
見
】

　
観
光
施
設
で
あ
り
適
切
な

施
設
の
維
持
管
理
が
望
ま
れ

る
。

④
み
さ
き
台
公
園
ス
テ
ー
ジ

改
修
事
業

・
施
設
の
現
況
及
び
改
修
計

画
を
調
査

　
実
施
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　
１
２
８
万
７
千
円

【
所
見
】

　
来
場
者
の
椅
子
利
用
が
増

え
て
い
る
。
椅
子
を
利
用
し

て
も
見
や
す
い
よ
う
な
ス

テ
ー
ジ
の
改
修
が
望
ま
れ
る
。

　
　
写
真

⑤
岬
の
湯
改
修
事
業

・
施
設
の
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
７
１
５
０
万
円

【
所
見
】

　
観
光
施
設
で
あ
り
適
正
な

施
設
の
維
持
管
理
が
望
ま
れ

る
。

⑥
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
擁
壁

改
修
事
業

・
施
設
の
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
１
９
４
４
万
円

【
所
見
】

　
地
域
住
民
が
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
適
切

な
維
持
管
理
が
望
ま
れ
る
。

⑦
初
山
別
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業

・
施
設
の
現
況
及
び
改
修
計

画
を
調
査

　
基
本
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　
３
３
４
万
８
千
円

　
実
施
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　
９
７
３
万
５
千
円

【
所
見
】

　
生
徒
が
快
適
に
学
べ
る
よ

う
、
学
習
環
境
の
整
備
が
望

ま
れ
る
。

　
　
写
真

⑧
初
山
別
地
区
農
業
集
落
排

水
事
業

・
施
設
の
現
況
及
び
改
修
計

画
を
調
査

　
実
施
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　
５
６
９
万
８
千
円

【
所
見
】

老
朽
化
が
激
し
く
、
早
期
の

更
新
が
望
ま
れ
る
。

⑨
初
山
別
５
条
線
道
路
排
水

改
修
事
業

・
現
地
の
現
況
及
び
改
修
計

画
を
調
査

　
概
略
設
計
業
務
委
託
料

　
　
２
８
２
万
９
６
０
０
円

【
所
見
】

　
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
早
期
の
改
修
が

望
ま
れ
る
。

　
　
写
真

⑩
村
営
住
宅
新
築
事
業

・
施
設
の
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

　
　
　
９
２
６
７
万
５
千
円

【
所
見
】

　
入
居
者
が
快
適
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
周
辺
整
備
も
含

め
適
切
な
維
持
管
理
が
望
ま

れ
る
。

⑪
庁
舎
非
常
用
電
源
機
械
室

設
置
事
業

・
施
設
の
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
請
負
費

　
　
　
　
１
９
２
万
５
千
円

【
所
見
】

　
試
験
運
転
等
を
随
時
実
施

し
、
非
常
時
に
円
滑
に
利
用

で
き
る
よ
う
適
切
な
維
持
管

理
が
望
ま
れ
る
。

　総務経済常任委員会（髙場志津子委員長）は、１０月７日に本年度予算に計上され

た主な事業の実施状況及び今後計画されている事業について現地調査を行い、検討

結果を取りまとめ村に提出しました。主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を 調 査
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◆
第
４
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
（
８
月
９
日
）

〇
し
ょ
さ
ん
べ
つ
温
泉
岬
の

湯
長
寿
命
化
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

　
　
　
　
　
７
１
５
０
万
円

・
契
約
相
手

　
初
山
別
土
建
株
式
会
社

　
 代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
麻
里
　
隆
三

垢
 髙
場
議
員

　
岬
セ
ン
タ
ー
の
営
業
に
与

え
る
影
響
は
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
一
部
規
制
し
て
施
工
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
営
業
の
影

響
は
少
な
か
ら
ず
出
る
と
思

う
が
、
男
女
２
つ
の
浴
槽
を

交
互
に
施
工
し
、
片
方
の
浴

槽
を
男
女
入
替
方
式
で
使
用

す
る
こ
と
で
、
な
る
べ
く
影

響
を
抑
え
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
し
な
い
よ
う
な

形
で
運
営
し
た
い
。

臨

時

議

会

～～

議

会

広

報

研

修

議

会

広

報

研

修

会会

～～

と
　
き
　
令
和
元
年
８
月
　
日
２０

と
こ
ろ
　
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

　
去
る
８
月
　
日
、
札
幌

２０

市
に
て
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
月
刊
総
務
」編
集
長
の

豊
田
健
一
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
読
者
目
線
で
親
切

な
広
報
誌
を
作
る
に
は
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
、
話
題
の
共
有
を
通
し

て
広
報
誌
の
役
割
や
編
集
、

デ
ザ
イ
ン
等
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
住
民
ニ
ー
ズ
と

合
致
し
た
、
わ
か
り
や
す

い
広
報
誌
面
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
演
は
参
加
委

員
も
大
変
参
考
と
な
る
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
担
当
：
長
谷
川
・
加
藤
）

「月刊総務」　豊田健一編集長

講演を聞く村議会広報委員

～～
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修

管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会会
～～

と
　
き
　
令
和
元
年
８
月
　
日
２７

と
こ
ろ
　
て
し
お
温
泉
夕
映

　
８
月
　
日
、
農
林
水
産

２７

省
大
臣
官
房
政
策
課
技
術

政
策
室
長
の
松
本
賢
英
氏

よ
り
「
ス
マ
ー
ト
農
業
の

今
後
の
展
望
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　
現
在
、
農
業
分
野
で
は

担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化

の
進
行
等
に
よ
り
労
働
力

不
足
が
深
刻
化
。
大
規
模

経
営
層
へ
の
農
地
集
積
も

進
ん
で
い
る
。「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
と
は
先
端
技
術

に
よ
る
作
業
の
自
動
化
で

あ
る
。
課
題
は
、
現
時
点

で
は
大
規
模
畑
作
等
が
中

心
で
あ
り
、
生
産
コ
ス
ト

が
高
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。

更
な
る
技
術
開
発
、
実

証
・
普
及
・
社
会
実
装
へ

展
開
、
課
題
を
克
服
し
ロ

ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
・
自

動
運
転
田
植
機
・
ド
ロ
ー

ン
の
農
業
利
用
等
が
身
近

な
も
の
に
な
る
よ
う
低
価

格
の
実
現
、
リ
ー
ス
の
普

及
に
期
待
し
つ
つ
の
研
修

で
あ
っ
た
。

　（
担
当
：
三
谷
・
山
本
）

講演を聞く村議会議員

閉会挨拶　管内議長会副会長の木村議長



鵜

議会だ よ り
　
前
議
会
議
員
新
田
武
夫
氏

が
　
年
の
永
き
に
わ
た
り
地

１２
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
留
萌
管
内

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

さ
れ
、
木
村
議
長
か
ら
表
彰

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
お
め
で
と
う

 　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

議　　会　　の　　う　　ご　　き

老人クラブ交歓会（議長外議員多数）２７８　　　月

１０　　　月全道林活議連連絡会定期総会（山本議員・札幌市）７

総務経済常任委員会所管事務調査(議長外委員多数）７第４回臨時会（議長外議員全員）９

例月出納検査（監査委員）
１７

戦没者追悼式（議長外議員全員）１５

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）例月出納検査（監査委員）１９

村制施行１１０年記念演奏会（議長外議員多数）
２５

議会広報研修会（長谷川副委員長、加藤委員・札幌市）２０

村制施行１１０年記念式典（議長外議員全員）北海道市町村職員退職手当組合議会定例会（議長・札幌市）２６

北海道町村議会議長会会計監査（議長・札幌市）２９管内町村議会議員研修会（議長外議員全員・天塩町）２７

全国町村監査委員研修会（監査委員・東京都）３１.１９　　　月

１１　　　月議会運営委員会（議長外委員全員）
２

議員懇話会（議長外議員全員）
５

議会全員協議会（議長外議員全員）

浅野道議との意見交換会（議長外議員全員）敬老会（議長外議員全員）１０

町村監査委員監査ゼミナール研修会（監査委員・札幌市）６・７第３回定例会（議長外議員全員）１２
・
１３ しょさんべつコミパ（議長）１０決算審査特別委員会（議長外委員全員）

例月出納検査（監査委員）
２０
いなつ久と語る会 ｉｎ 留萌（議長・留萌市）

会
議
録
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

の
議
決
の
状
況
や
審
議
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
会

議
録
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
緯
６
７
・
２
２
１
１

次
の
定
例
会
は

　
　
月
　
日
で
す

１２

１２

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

留
萌
管

留
萌
管
内内

町
村
議

町
村
議
会会

議
長
会
表

議
長
会
表
彰彰



窺

噛
防
　
　
災
噛

避
難
所
に
関
す
る
こ
と

垢
　
豊
岬
地
区
の
避
難
所
に
関
し
て
は
学
校
と
認
識
し

て
い
る
が
、
一
部
の
人
か
ら
岬
セ
ン
タ
ー
だ
と
聞
い

た
が
変
更
に
な
っ
た
の
か
。

茅
　
避
難
所
に
は
、「
被
難
場
所
」
と
「
指
定
避
難
所
」
が

あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
旧
豊
岬
小
学
校
や
岬
セ
ン

タ
ー
、
豊
岬
館
が
あ
り
ま
す
。

防
災
無
線
に
関
す
る
こ
と

垢
　
災
害
が
あ
る
と
き
に
し
か
活
用
で
き
な
い
の
か
。

お
悔
や
み
の
放
送
な
ど
も
っ
と
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

茅
　
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
災
害

の
発
生
を
早
く
伝
え
る
た
め
に

設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は

月
に
一
回
訓
練
と
し
て
試
験
放

送
を
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
中

学
校
で
も
放
送
訓
練
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

お
悔
や
み
の
放
送
に
つ
い
て
は
、

色
々
な
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

垢
　
場
所
に
よ
っ
て
は
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
聞
き
取
れ
な
い
。

サ
イ
レ
ン
の
音
は
聞
こ
え
る
の

で
、
非
常
事
態
の
時
は
サ
イ
レ

ン
の
鳴
ら
し
方
を
変
え
て
村
民

に
知
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。

茅
　
サ
イ
レ
ン
の
鳴
ら
し
方
な
ど

を
検
討
し
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
消
防
支
署
と
協
議
し
、
サ
イ
レ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
と
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
は
、
北
留
萌
消

防
組
合
全
体
の
共
通
仕
様
で
あ
り
、
独
自
の
利
用
が

困
難
で
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
が
出
動
す
る
信
号
と

混
同
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
時
に
は
、
従

来
通
り
、
防
災
無
線
、
生
活
支
援
メ
ー
ル
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

噛
暮
 ら
 し
噛

診
療
所
に
関
す
る
こ
と
（
有
明
・
豊
岬
地
区
）

垢
　
２
週
間
に
１
回
の
診
療
か
ら
４
週
間
に
１
回
の
診

療
に
変
更
す
る
の
は
、
住
民
か
ら
す
る
と
不
安
で
あ
る
。

茅
　
現
在
４
週
間
分
の
薬
を
も
ら
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

２
週
間
ご
と
に
通
っ
て
い
る
人
は

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。こ
れ

を
１
日
に
ま
と
め
、
全
て
の
人
が

１
日
に
来
る
よ
う
な
体
制
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

垢
　
送
迎
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も

分
か
る
が
、
予
約
は
ど
う
な
の

か
。
今
行
き
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
も
運
用
方
法

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

茅
　「
今
行
き
た
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
企
画
振
興

係
で
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
交
通
弱
者
対
策
で
カ
バ
ー

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
回
の
送
迎
は
緊
急
避

難
的
な
も
の
で
、
診
療
日
を
閉
じ
る
日
に
つ
い
て
少
な
く

と
も
送
迎
し
受
診
を
可
能
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

垢
　
診
療
の
で
き
な
い
１
日
を
送
迎
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
全
員
の
診
察
が
終
わ
る
ま
で
帰
れ
な
い
の
か
。

茅
　
人
数
が
多
く
な
れ
ば
、
複
数
台
（
回
）
の
公
用
車

の
運
行
な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
月
１
回
の
診
療
に
な
る
の
は
不
安
を
感
じ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
一
方
で
先
生
が
診
療
時
間
を
効
果
的

に
使
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま
す
。地
域

医
療
を
守
る
お
医
者
さ
ん
を
確
保
す
る
こ
と
も
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
内

容
で
あ
れ
ば
先
生
の
考
え
方
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
最
終
的
に
公
用
車
運
行
を
判
断
い

た
し
ま
し
た
。ま
た
、
交
通
弱
者
対
策
も
今
現
在
、
一

生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
向
性
が
見
え
て

き
た
ら
次
の
対
応
策
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ゴ
ミ
に
関
す
る
こ
と

垢
　
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、
全
部
の
地
域

で
な
く
特
別
な
地
域
の
み
週
２
回

の
収
集
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
ん
と
か

役
場
に
電
話
し
て
で
も
い
い
の
で
生

ゴ
ミ
を
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

茅
　
収
集
業
者
と
の
打
合
せ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
持
ち
帰
り
、
検
討
し
ま
す
。

全
て
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
収

集
箇
所
を
決
め
て
収
集
を
行
う
方

法
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

有明・栄地有明・栄地区区

初山別・千代田地初山別・千代田地区区豊岬・明里・共成地豊岬・明里・共成地区区

各地区の参加人数

＊有明・栄地区　　　　　１７人

＊初山別・千代田地区　　７人

＊豊岬・明里・共成地区　８人

おおおおおおおおおお茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶のののののののののの間間間間間間間間間間懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇談談談談談談談談談談お茶の間懇談会会会会会会会会会会会
ででででででででででののののののののののごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意でのご意見見見見見見見見見見見
（抜粋）

　１０月１日か３日までの３日

間、村内各地区においてお茶

の間懇談会が開催されました。

　村長・副村長・教育長・各次

課長が各地区を回る形式で実

施し、住民の皆さまにご参加い

ただきました。

　各地区にていただいたご意

見を抜粋してご紹介します。



丑

　
村
制
施
行
１
１
０
年
記
念
式
典
が
　
月
　
日

１０

２５

午
後
２
時
半
か
ら
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
約
１
３
０
名
が
出
席
し
、
村
の
節
目
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　
宮
本
村
長
は
、「
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
機

に
、
父
祖
先
人
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
明
治
か
ら
令
和
ま
で
着

実
に
歩
み
続
け
る
初
山
別
村
を
次
代
に
引
き
継

ぐ
使
命
、
責
任
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
村
民

一
体
と
な
り
明
る
く
豊
か
な
村
づ
く
り
に
向
け

て
ま
い
進
す
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
各
分
野
で
長
年
に
わ
た
っ
て

貢
献
さ
れ
た
功
労
表
彰
　
人
、
善
行
表
彰
５
個

２５

人
、
２
団
体
に
村
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
、
浅
野
貴
博
北
海
道
議
会
議

員
、
沖
野
洋
留
萌
振
興
局
副
局
長
の
祝
辞
に
続

き
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
自
治
功
労
の
新
田
武

夫
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

〇教育文化功労受賞者〇防災功労受賞者〇自治功労受賞者

伊　藤　太　一　様本　堂　克　仁　様新　田　武　夫　様

木　村　　　茂　様佐　藤　博　志　様

〇善行表彰受賞者山　本　善　雄　様安　齋　昭　榮　様

森　脇　吉　嗣　様立　田　幸　男　様

山　本　昭　光　様黒　田　誘　作　様〇産業功労受賞者

立　田　義　勝　様立　田　康　雄　様渡　辺　一　光　様

成　田　邦　好　様岩　井　明　彦　様長　坂　栄　一　様

森　　　明　宏　様横　山　幸　市　様佐　藤　　　實　様

初山別村建設協会長
武　田　弘　樹　様

秋　山　哲　也　様金　田　　　進　様

石　脇　史　朗　様江　端　健　一　様

ななかまどの会代表
佐　藤　　　實　様

峰　川　宏　国　様武　田　義　弘　様

荒　木　成　希　様山　本　康　男　様

今　村　早　苗　様

藤　田　　　覚　様

初山別村村制施行１１０年記念

小学校児童による祝典演舞
「初小ソーラン令和元年」

記念アトラクション
「さるまわしげい」

受賞者代表新田武夫氏による謝辞



碓

　
北
海
道
警
察
音
楽
隊
副
隊
長
藤

田
警
部
を
は
じ
め
、　

名
の
方
に

３５

来
村
し
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し

い
演
奏
、
演
舞
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
会
場
か
ら
の
盛
大
な
拍
手

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
詐
欺
や
不
審
者
か
ら
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
曲
に
合

わ
せ
て
寸
劇
で
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
岩
井
陸
小
学
校
児
童

会
長
、
麻
里
桃
子
中
学
校
生
徒
会

副
会
長
か
ら
感
謝
と
お
礼
の
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
た
花
束
が
送
ら
れ

ま
し
た
。（
　
月
　
日
）

１０

２５

■記念要覧を配布します
　村制施行１１０年を迎え、２０１０年から２０１９年までの写真を記念要覧としてまとめました。
　広報しょさんべつ１１月号とともに、村内各世帯へ配布されますのでぜひご覧ください。
　なお、４分程にまとめた、映像版もありますのでご覧になりたい方は企画振興室へご連
絡願います。緯 0164－67－2211

▲ＮＨＫ２０２０年応援ソングプロジェクト曲
　「パプリカ」を演奏に合わせ合唱する小学生

　
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
岩
本
恭
生

氏
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
が
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
行
わ
れ
、
和
田
ア
キ
子
や
布
施

明
な
ど
の
も
の
ま
ね
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
、
会
場
の
お

客
さ
ん
と
握
手
を
交
わ
し
た
り
、

早
着
替
え
を
披
露
す
る
な
ど
の
ひ

と
こ
ま
も
見
ら
れ
、
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
　
月
　
日
）

１０

２０



臼

■
防
災
備
品
の
新
調

　
現
在
備
蓄
し
て
あ
る
も
の
に
加
え
、
非
常
用

保
存
食
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
を
新
調
し
ま

し
た
。

 

■
避
難
場
所
表
示
看
板

　
避
難
場
所
表
示
看
板

を
村
内
７
箇
所
に
新
た

に
設
置
。
避
難
場
所
と

は
、
地
震
、
津
波
、
洪

水
、
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
や
災
害
が
発
生
し
た

時
に
、
緊
急
的
に
避
難
し
一
時
的
に
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
場
所
を
い
い
ま
す
。

　
電
柱
を
利
用
し
た
避
難
看
板
は
北
海
道
で
初

め
て
で
す
。

■
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
昨
年
　
月
に
発
行
し
た
初
山
別
村
の
ハ
ザ
ー

１２

ド
マ
ッ
プ
。
災
害
の
種
類
に
応
じ
て
の
対
策
や

各
地
区
の
避
難
所
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
き

た
時
ど
こ
へ

避
難
す
る
の

か
な
ど
、
事

前
に
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ

う
。

■
情
報
を
伝
え
る
た
め
に

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送

　
災
害
時
に
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
が
使
用
で

き
な
い
場
面
で
あ
っ
て
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
防
災
関
係
機
関
や
各
避
難
所
な
ど
と

の
連
絡
や
情
報
共
有
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
避
難
指
示
や
避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
関
連
情

報
を
放
送
局
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
迅
速

か
つ
効
率
的
に
伝
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン
と

と
も
に
音
声
で
住
民
へ
周
知
し
ま
す
。

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

　
携
帯
電
話
や
固
定
電
話
に
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
で
災
害
関
連
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
き
取
れ
な
い
場
合
に
お
い
て

も
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ

登
録
し
て
い
な
い
方
は
登
録
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
推
進
・
支
援

　
町
内
会
、
自
治
会
で
の
自
主
防
災
組
織
設
立

や
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
防
災
訓
練
、

防
災
用
資
機
材
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
初
山
別
村
で
は
、
昨
年
度
末
時
点
で
４
つ

の
町
内
会
、
自
治
会
が
設
立
し
て
い
ま
す
。
大

規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、
地
域
や
近
隣

の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
互

い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

組
織
的
に
防
災
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
地
震
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
が
多
い

日
本
に
お
い
て
、
自
分
の
「
命
」
を
守

る
た
め
に
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

回
は
自
治
体
（
役
場
）
で
の
防
災
へ
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

■停電に備えて

　災害が起きた時、併せて起こりやすいのが停電です。生活する上で必需とも言える「電気」を

確保するために、新たに発電機を導入しました。

　燃料確保の問題も想定されることから、プロパンガスを燃料とする発電機、カセットボンベも

燃料とすることができる発電機を備えました。

●段ボールベッド

　有明母と子の家、豊岬

館、スポーツセンター、

自然交流センターに備蓄

されています。

◆この他にもファミリ－ルーム（簡易間仕切）や

カセットガスストーブなども備蓄しました。

●乳児用ミルク

　ほ乳瓶に入れ、常温のまま飲

むことができるミルクです。使

い捨てのほ乳瓶も併せて新調し

ました。

防

災

特

防

災

特

集集

噛設 置 箇 所噛
・
旧
有
明
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園

・
初
山
別
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
初
山
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
旧
豊
岬
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
み
さ
き
台
公
園
内
駐
車
場

・
ふ
れ
あ
い
の
里
豊
岬
館
駐
車
場



渦

煙
知
っ
て
お
き
た
い
軽
度
認
知
障
害

　
「
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
」

「
探
し
物
が
多
く
な
っ
た
」
な
ど
、

最
近
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
せ
ん
か
？
 も
し
か
し
た
ら
、

そ
れ
は
軽
度
認
知
障
害
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
軽
度
認
知
障
害
は
認
知
症
の
前
段

階
で
す
が
、
認
知
症
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
段
階
で
対
処
す
れ
ば
、
回

復
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
認
知
症
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、

認
知
症
は
要
介
護
の
原
因
疾
患
と
し

て
、
脳
血
管
疾
患
を
抜
き
第
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
を
予
防
す

る
た
め
に
、
軽
度
認
知
障
害
へ
の
理

解
を
深
め
、
早
期
発
見
・
対
処
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

煙
軽
度
認
知
障
害
と
は

　
認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
も

の
の
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
が
な

く
、
認
知
症
の
診
断
基
準
に
当
て
は

ま
ら
な
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

気
づ
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
ど
ん

ど
ん
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
軽
度
認
知
障
害
の
早
い
段

階
で
対
処
を
行
え
ば
、
症
状
が
改
善

さ
れ
た
と
い
う
調
査
結
果
も
多
数
あ

り
ま
す
。

　
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
家
族
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
下
さ
い
。

□
今
日
の
日
付
や
曜
日
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る

□
「
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
」
と

周
り
の
人
か
ら
言
わ
れ
る

□
本
の
内
容
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
頭
に
入
ら
な
い
こ
と

が
あ
る

□
買
い
物
で
お
金
を
払
お
う
と
し
て

も
、
計
算
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

□
体
の
具
合
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い

の
に
、
何
も
や
る
気
が
起
き
な
い

こ
と
が
あ
る

□
置
き
忘
れ
・
し
ま
い
忘
れ
が
多
く

な
っ
た

□
慣
れ
た
道
で
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る

□
会
話
の
途
中
で
言
い
た
い
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
が
あ
る

□
今
ま
で
使
え
て
い
た
家
電
製
品
の

使
い
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

□
服
装
な
ど
に
無
頓
着
に
な
っ
た

　
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
あ
く
ま

で
も
目
安
で
す
が
、
あ
て
は
ま
る
項

目
が
４
つ
以
上
あ
っ
た
ら
、
単
な
る

「
も
の
忘
れ
」
で
は
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
医
に
相
談
し

て
み
て
下
さ
い
。

煙
認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣

　
認
知
症
を
完
治
さ
せ
る
治
療
方
法

は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

脳
の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
が
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
と
同
様

に
、
普
段
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
る

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活

習
慣
は
認
知
症
の
発
症
に
も
関
係
が

あ
り
ま
す
。
塩
分
や
糖
分
の
取
り
過

ぎ
に
注
意
す
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
食
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
噛
む
こ
と
で
脳
細

胞
が
活
性
化
さ
れ
る
の
で
、
ゆ
っ
く

り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
適
度
な
運
動
で
脳
を
活
性
化
す
る

　
適
度
な
運
動
は
脳
に
も
よ
い
影
響

を
与
え
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
で

脳
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

適
度
な
疲
労
は
睡
眠
の
質
を
上
げ
、

認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
地
域
と
の
交
流
を
持
つ

　
１
日
中
家
で
過
ご
し
て
い
る
と
、

脳
へ
の
刺
激
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
者
と
積
極
的
に
交
流
し
、
楽
し
く

過
ご
し
て
生
き
が
い
を
得
る
こ
と
は

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
の
に
重
要
な
こ

と
で
す
。

　
高
齢
期
に
な
る
と
、
年
相
応
の

「
物
忘
れ
」
や
認
知
症
と
似
た
症
状

が
で
る
「
う
つ
病
」
も
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

は
、
専
門
医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

（
担
当
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



嘘

　
２
０
１
８
年
７
月
、
健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し

ま
し
た
。
法
改
正
に
よ
っ
て
ほ
と
ん

ど
の
施
設
が
原
則
屋
内
禁
煙
に
な
り
、

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
方
が
受
動
喫
煙

に
合
う
機
会
は
大
き
く
減
少
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
健
康
へ

の
影
響
が
大
き
い
、
子
ど
も
や
患
者

の
方
に
特
に
配
慮
し
、
よ
り
一
層
の

健
康
リ
ス
ク
の
低
減
を
実
現
す
る
社

会
へ
向
け
た
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

■
学
校
や
医
療
機
関
な
ど
が
原
則
敷

地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
７
月
か
ら
）

　
学
校
、
医
療
機
関
、
児
童
福
祉
施

設
等
及
び
行
政
機
関
の
庁
舎
（
第
一

種
施
設
）
が
原
則
敷
地
内
禁
煙
（
屋

内
禁
煙
も
不
可
）
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
う
し
た
施
設
の
屋
外
に
は
、

必
要
な
措
置
が
取
ら
れ
た
場
所
に
限

り
、
喫
煙
場
所
の
設
置
が
で
き
ま
す
。

■
多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設
が
原

則
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

（
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
）

　
第
一
種
施
設
を
除
く
、
一
般
の
会

社
や
工
場
、
飲
食
店
や
遊
技
場
な
ど
、

多
数
の
方
が
利
用
す
る
施
設
（
第
二

種
施
設
）
が
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り

ま
す
。

〇
施
設
に
お
け
る
事
業
内
容
や
経
営

規
模
へ
の
配
慮
か
ら
、
類
型
・
場
所

ご
と
に
所
定
の
要
件
に
適
合
す
れ
ば

各
種
喫
煙
室
（
専
用
室
、
可
能
室
、

加
熱
式
た
ば
こ
専
用
室
、
目
的
室
）

の
設
置
が
で
き
ま
す
。
喫
煙
専
用
室

は
、
喫
煙
の
み
が
可
能
な
専
用
室
で
、

飲
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
加
熱
式
た
ば

こ
専
用
喫
煙
室
で
は
喫
煙
可
能
と
な

る
の
が
加
熱
式
た
ば
こ
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
飲
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
で
す
。

〇
喫
煙
可
能
な
設
備
を
持
っ
た
施
設

に
は
必
ず
、
指
定
さ
れ
た
標
識
の
掲

示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
標
識
の
掲
示
さ
れ
た
施
設
に

は
、
掲
示
内
容
に
示
さ
れ
た
喫
煙
室

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
　
歳
未
満
の
方
は
、
た
と
え
喫
煙

２０
を
目
的
と
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

一
切
、
喫
煙
エ
リ
ア
（
屋
内
、
屋
外

を
含
め
た
全
て
の
喫
煙
室
、
喫
煙
設

備
）
へ
は
立
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
従
業
員

で
あ
っ
て
も
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
全
面
施
行
へ
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
２
０
２
０
年
４
月
の
全
面
施
行
ま

で
は
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
喫
煙
室

の
設
備
や
標
識
の
掲
示
な
ど
が
完
備

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

施
設
へ
入
る
際
や
、
施
設
内
で
の
各

部
屋
へ
の
移
動
の
際
に
は
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ピ
ン
と
き
た
ら
１
１
０
番

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
警
察
は
、
指
名
手
配
被
疑
者
を
検

挙
す
る
べ
く
全
力
で
捜
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
指
名

手
配
被
疑
者
を
早
期
に
検
挙
す
る
た

め
に
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
審
者
、
不
審
車
両
な
ど
の

情
報
に
よ
り
、
指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
・
事
件
の
解
決
に
結
び
つ
い
た

例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
は
、
名
を
変
え
、

姿
を
変
え
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
策
を

講
じ
、
皆
様
の
身
近
に
潜
ん
で
い
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
関
す
る
情
報

は
、
ど
ん
な
さ
細
な
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
た
め
ら
わ
ず
に
１
１
０
番
又
は

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
等
に
連
絡

を
く
だ
さ
い
。

　
各
事
件
の
被
害
関
係
者
の
方
々
の

た
め
に
も
、
指
名
手
配
被
疑
者
に
逃

げ
得
を
与
え
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
北
海
道
警
察
は
、
皆
様
か
ら
の
勇

気
を
持
っ
た
情
報
提
供
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進

　
児
童
虐
待
事
案
の
取
扱
い
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
尊
い
子
供
の
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
の
痛
ま
し
い
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
親
の
言
い

訳
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
子
供
の
立
場
に

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
く
そ
う
！
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

～
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
～



唄

立
っ
て
考
え
、
虐
待
被
害
に
あ
っ
て

い
る
子
供
の
早
期
発
見
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
近
所
に
こ
の
よ
う
な
子
供
や
保
護

者
は
い
ま
せ
ん
か
。

焔
子
供
の
泣
き
声
や
助
け
を
求
め
る

声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
る

焔
子
供
の
身
体
に
不
自
然
な
傷
が
多
い

焔
子
供
が
親
を
異
常
に
怖
が
る
、
顔

色
を
う
か
が
っ
て
い
る

焔
子
供
の
身
体
や
衣
服
が
汚
れ
て
い
る

焔
子
供
の
い
る
前
で
親
が
よ
く
け
ん

か
を
し
て
い
る

焔
子
供
を
長
時
間
放
置
し
て
外
出
す
る

焔
子
供
を
可
愛
が
っ
て
い
な
い
、
関

わ
り
を
持
と
う
と
し
な
い

焔
家
の
中
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
異
臭
が

す
る

焔
長
時
間
、
理
由
不
明
の
不
在
が
続

い
て
い
る

　
児
童
虐
待
の

疑
い
を
感
じ
た

ら
、
迷
わ
ず
児

童
相
談
所
、
警

察
、
市
区
町
村

に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

　エルタックスは、道税の「法人道民税・法人事
業税・地方法人特別税」と村税の「個人住民税」
「法人村民税」「固定資産税（償却資産）」の申告、
一部の届出をインターネットを利用して行える
システムです。

気象台ひと口メモ　竜巻注意情報～身の安全を確保しましょう
　竜巻は、発達した積乱雲に伴って発生する激しい渦巻きで、ろうと状や柱状の雲を伴っています。

台風、寒冷前線、低気圧などに伴って発生し、短時間で狭い範囲（長さ数㎞、幅数十～数百ｍ）に集

中して甚大な被害をもたらします。北海道ではもう１３年前になりますが、平成１８年１１月７日午後１時

２３分にオホーツク管内佐呂間町で発生した竜巻により、死者９名、負傷者２９名、住宅の全壊１０棟、半

壊８棟など大変大きな災害が発生し、竜巻の怖さをあらためて教えられました。
　

　竜巻そのものの予測は難しいですが、気象台の情報では、竜巻発生の可能性に応じて次のように

表現しています。

　①「気象情報」の中で、「竜巻など激しい突風のおそれ」と明記

　②「雷注意報」を発表し、落雷、ひょう等とともに「竜巻」も明記

　③「竜巻注意情報」を発表

　特に、竜巻注意情報が発表されたら、まず空の状態に注意を払ってください。何もなければ特段の

行動は不要ですが、発達した積乱雲の近づく兆しを察知した場合には、頑丈な建物内に移動し窓から

離れる、また、逃げ場が無いときには側溝に身をひそめるなど、身の安全確保に努めてください。
　

　発達した積乱雲の近づく兆しには、

　　◆真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる

　　◆雷鳴が聞こえたり、電光が見えたりする

　　◆大粒の雨や「ひょう」が降り出す　などがあります。

　竜巻は現象が早いので、

『自分の身は自分で守る』意識を持つことが大切です。

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（緯０１６６－３２－７１０２）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/
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　去る、９月２９日（日）留萌市地域振興部からのゆるキャラ出演依頼によ

りしょさまる君を連れ協力隊員２名とで参加してまいりました。件名の

とおり深川留萌自動車道全線開通記念イベントの一環としての大運動会

が催され多数の参加者が会場に足を踏み入れておりました。メインイベ

ントは開通前に新たに延伸され開通直前の高規格道路（地域の自立発展

や地域間の連携を支える自動車専用道路の事）を実際に歩いて思い出を

作りましょう！で、るしんふれ愛パーク（船場公園）をスタートし留萌

ＩＣ（仮称）から自動車道に入りバンゴべトンネル手前で折り返す全長

約８．５ｋｍ（高規格道路部分約３．５ｋｍ）を歩くといったものでした。開

会式の参加まででしたので参加者の遠足については見届けておりません

が、皆様楽しそうに出発していったのを記憶しております。他「プチう

まいよ！」会場においては、鮭、ほたて、甘えびなどの海産物がイベン

ト仕立てで販売されこちらも行列となっていました。（丑谷は甘えびを

購入し、その晩美味しくいただきました。）

　で、しょさまるくんはというと会場に入ったと同時に撮影をお願いされたり子供たちとの触れ

合いを楽しんだり、遠足出発前の準備運動も皆と一緒に実施したりと、とても楽しんでおりまし

た。しょさまるくんとのイベント参加は、皆様の笑顔が見られこちらも癒されるものでした。

【丑谷】

　先日の防災学習会では時間管理ができず大変失礼いたしました。初めての防災に関する講話の

実施であり「これも伝えたい！あれも伝えたい！」と欲張り過ぎてしまいました。身の程を反省

しております。

　話を変え本題に入ります。とにかく防災に関する避難訓練や教育などの参加は真剣みに欠け危

機意識が低く「ただ、なんとなく！」「まぁ、とりあえず参加するか！」そのような方が散見さ

れたもので、己についても学生の頃に参加した防災訓練を思い出してみると危機意識が皆無であ

り、まじめに行動する格好悪さの方が先に立ち、お座なりに取り組んでいたものと記憶している

ところですが、昨今の自然災害による報道等を見聞きし「これでいいのか？」と考え直す方も少

なくないのではないでしょうか。

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

深川留萌自動車道全線開通記念大遠足開会式 参加

防災訓練・教育」等について



蔚

　ここで、私が陸上自衛官であった頃、耳にタコができるほど聞かされた「状況の人となれ！」

といった言葉について記します。自衛隊の訓練や演習では想定に基づいた上で状況が付与される

といった架空の敵に対する防衛行動を訓練する訳ですが、架空の敵故の浅はかな意識を抑制する

ため「それぞれの状況（事態の悪化などを）を理解し、成りきって参加せよ！」との各級指揮官

からの教えでした。防災に置き換えても当てはまる事であると考えます。それぞれの訓練や教育

の目的を理解し「真摯に！」「愚直に！」取り組む意識が命を守るために重要なのです。災害は

いつなんどき襲ってくるのか分かりません。何十年に何百年に一度が明日かもしれないのです。

危機意識を持って防災訓練や教育に取り組み常日頃の備えや準備を怠らず万が一に備える事！

「意識改革」をお願いします。

　家族や守るべき人が災害に巻き込まれた事を想像してください。避難行動の判断に至らず災害

に巻き込まれた後悔の時間を戻すことはできません。

　今後とも、皆様が最善の行動判断を取れますよう防災・減災に力を注いでいければと考えてお

ります。宜しくお願い致します。

　最後に釜石市の女子中学生が東日本大震災に伴った大津波後に発したメッセージを紹介します。

「１００回逃げて、１００回来なくても１０１回目も必ず逃げて！」【丑谷】

　初山別村に来てから半年が経ちました。そこである程度いいとこ＆特徴が見えてきたのでまと

めてみました。

　毅光熱費が高い　毅選択肢が少ない（内容は様々）

　毅人の噂が絶えない（いい噂も含めて）

　毅住宅のぼろが次々に出てきている（愚痴）　毅温泉が９時まで

　毅光回線がない（豊岬・有明）

　毅古民家が少ない？（古民家～～とかしてみたかった）　

　毅共通の知り合いができやすい・若者同士の団結力がある（？）

　毅景色（特に夕陽）がすんばらしい・車の移動は多いもののとにかく走りやすい

　毅キャンプ場がキレイ（定期的に協力隊同期三人でＢＢＱしています）

　毅子供たちの個性が尊重されやすい

　今は協力隊として何も貢献することはできていませんが、あまり堅いことは考えず２０代らしく

楽しいことがしてみたいものです。

　そして、ついに協力隊オリジナルキャラクター「こたろーくんさん」のＴシャツが完成しまし

た。これから改良を加え来年、再来年には日本全国の皆さんに着ていただける予定となっており

ます。乞うご期待ください。ただし、予定は未定ということで悪しからず。【高塚】

初山別に来てから早半年



鰻

　皆様ごきげんよう。オケラです。好きなつぶあんパンの具はつぶあんです。ごきげんようって

朝昼晩から別れの挨拶まで使えて便利ですよね日常で使おうとは思いませんが。独り言です。

　前回広報で、客観視ができていないということについて述べました。それを踏まえて獅子舞の練習

に臨んだところ、昨年よりは自分が見えた気がします。イメージ通りに動けていない自分が……。

　客観視というよりは先入観の問題ですね。昨年「自分の普段の声は自分で思っている以上に通

らない」ということに気づきましたがそれと同じ、できていると思ってしまうとできていないこ

とに気づけない。自信過剰のバイアスを取っ払って謙虚に生きたいと思います。独り言でした。

【佐藤】

　皆さんこんにちは『齋藤　コラム　久々に登場じゃないか』って？…

　そうです　お久しぶりでございます…

　もう寒くなってきましたね～　きっとこれを読まれている時は雪が降っている事でしょう。雪

の降り始めの事故が多いみたいですので、車移動は気をつけようと思います！

　９月の有明の獅子舞を踊らせていただいたのですが、一つ一つ　なにを表しているのかを考え

ながら見ていると面白い事にきづきました。合っているかは別としてですが。

　私は　草刈り舞　という踊りを踊ったんですが

　その踊り……名前の通り草を刈るんですよ　『シャッ』って

　あれはわかりすいんですが、他の踊りはどういう意味、ストーリーがあって踊っているのか　

恥ずかしながら未だにわかってないです…どなたか詳しい方いらっしゃったら教えてください…

　天狗舞の子天狗のあの棒と踊り何を表してるんでしょう…　不思議ですね…　【齋藤】

　お疲れ様です。桑原です。久々の広報コラムページですね～

　８月９月はマラソンラッシュで走ってばかりだった気がしますね。なんとか全部走り切ってよ

うやく落ち着いたって感じでしょうか。。。

　さて、、、冬がきますね

　本州から来たボクにとっては厳しい洗礼になるのかどうか、、、

　まわりがあまりにも脅すので逆に楽しみだったり、、、

　でもまぁせっかく北海道に住んでいるので、

　冬の厳しさは体験しておかないとですね！！

　とりあえず事故と凍死には気をつけます（笑）

　でわでわ（＾＾）ノシ　【桑原】

続・理想と現実

有明獅子舞

冬が、、、



※札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てに対

応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を

始めました ！

※予約制で、人間ドックは水･木曜日、特定健診及び生活

習慣病健診は月～金曜日に実施しています。

※令和元年１２月２８日（土）～令和２年１月５日（日）は年末

年始のため休診となります。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和元年１２月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（６日・２０日完全予約制）

〇

（第４水曜日２５日は休診）〇〇〇〇〇

内科第２診察室
完全予約制

循環器内科（第４水曜日 ２５日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（24日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（３日）〇

整形専門外来予約制
予約制穴口医師（５日・１９日）〇

予約制穴口医師（６日・２０日）〇

予約制八島医師（１２日）〇

完全予約制

阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（６日・２０日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（１０日・２４日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１０日・２４日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（３日・１０日・１７日・２４日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（３日・４日・１０日
　１７日・１８日・２４日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（５日・１２日・１９日・２６日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（４日・１８日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひ と の う ご き

～令和元年１０月末～

人口と世帯数
人口 １,１５６人 （＋１人）
 男 ５５３人
 女 ６０３人
 世帯数 　５４０世帯 （＋１世帯）

（　） は前月比

お 誕 生
１０／８　福　田　 健 　 介 （豊　岬）

けん すけ

（父：祥大　母：麻希）

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生
活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつ
ながります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

消防初山別支署
からのお知らせ ！

救救 急急 出動する消

防車両は、 道路交

通法に則り緊急走

行時サ イレ ン を吹

鳴し ています 。

姥



　初山別村民憲章　　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１１／１２～１２／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１１月号）
インフルエンザ予防接種（共成館）
初小まつり（小学校）

１２昇

　

月

１１
乳幼児健診１３昌
予防接種１４昭
粗大ゴミ１５晶
インフルエンザ予防接種（自然交流センター）１６松

１７掌
１８捷
１９昇

ほしっこくらぶ会場開放日２０昌
２１昭

破砕ゴミ・危険ゴミ（有明・栄・豊岬・明里・共成）２２晶
２３松
２４掌
２５捷
２６昇
２７昌

予防接種２８昭
２９晶
３０松
１掌

　

月

１２
２捷
３昇
４昌

健診結果説明会５昭
６晶

インフルエンザ予防接種２回目（自然交流センター）７松
８掌
９捷
１０昇

乳幼児健診１１昌

予防接種
広報しょさんべつ配布（１２月号）

１２昭

　春先に植栽していただいた、初山別地

区国道花壇の一斉撤去を実施しました。

　ご協力いただきました第一・共和・中

央町内会並びに初山別婦人会の皆様、あ

りがとうございました。（１０月１２日）

国道花壇一斉撤去

　１０月１日、伊藤太一氏が教育委員会委

員として再任され、辞令の交付が行われ

ました。

教育委員辞令交付式

噛 防災学習会 第６２回初山別村女性大会 噛

　「備えあれば憂いなし」をテー

マに自然交流センターにて開催さ

れました。地域おこし協力隊の丑

谷氏によるハザードマップを用い

た初山別村の防災の取り組みにつ

いての講演などが行われ、防災へ

の意識を向上させる一日となりま

した。午後からは、寸劇で災害が

起きたときの様子を披露し、避難

訓練や煙体験、消火訓練などを行

いました。（１０月５日）


